
新型コロナウイルス陽性者と【濃厚接触】した場合の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

秋草学園短期大学 

 

【濃厚接触の具体例】 

 濃厚接触者は、新型コロナウイルスに感染していることが確認された方と近距離で接触、或いは長時間接触し、感染の 

可能性が相対的に高くなっている方を指します。濃厚接触かどうかを判断する上で重要な要素は上述のとおり、１．距離の

近さと２．時間の長さです。必要な感染予防策をせずに手で触れること、または対面で互いに手を伸ばしたら届く距離（１ｍ程

度以内）で 15 分以上接触があった場合に濃厚接触者と考えられます。 

 新型コロナウイルス感染者から、ウイルスがうつる可能性がある期間（発症 2 日前から入院等をした日まで）に接触のあっ

た方々について、関係性、接触の程度などについて、保健所が調査（積極的疫学調査）を行い、個別に濃厚接触者に該当す

るかどうか判断します。陽性者と、１ｍ以内、15 分以上の接触の可能性がある場合に通知が行われ、速やかな検査や治療

につながります。 

 15 分間、感染者と至近距離にいたとしても、マスクの有無、会話や歌唱など発声を伴う行動や対面での接触の有無など、

「３密」の状況などにより、感染の可能性は大きく異なります。そのため、最終的に濃厚接触者にあたるかどうかは、このよう

な具体的な状況をお伺いして判断します。 

                                     出典：厚生労働省 

上記に該当する方は濃厚接触者になり、感染している可能性があります。 

他の人との接触を避け、すみやかに最寄りの「病院」等に電話で相談してください。また、

教務課へ現状を報告してください。 

 

「病院」等へ連絡 

教務課へ報告後、「病院」等より、受診・Ｐ

ＣＲ検査等不要と言われた場合も教務課へ

報告してください。 
「病院」等へ相談後、指定の医療機関で受

診 

「陽性」の場合（感染あり） 「陰性」の場合（感染なし） 

教務課へ報告後、授業を欠席した場合は、

「配慮願い」の記入。 

 

新型コロナウイルス感染症は、政令により「指定感染症」

と定められ、学校保健安全法に定める「第一種感染症」と

みなされます。陽性「感染あり」と診断された場合は、医

療機関の主治医の許可があるまで療養し、登校は控えてく

ださい。主治医からの「許可」後は教務課へ連絡し、登校

の可否等を相談してください。 

最終的な登校の判断等は教務課

へ相談してください。 
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自宅待機期間終了後、短大へ登校可 

登校可 


